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 要 旨   

目的：薬物の使用で、薬物関連の報酬評価が上がり、自然報酬の価値が下がる（すなわち、報

酬制御障害）ことが複数の理論的観点から仮定されている。最近の研究では、薬物関連と非薬

物関連の報酬評価の比較バランスが、薬物誤用や依存の強力な決定要因であることが示唆さ

れている。そこで問題飲酒の神経生物学的指標として、視覚的アルコール手がかり刺激と自然

報酬手がかり刺激によって生じる神経生理学的反応（事象関連電位（ERP）の P3 成分で指標

化）の差異を検討した。 

 

方法：依存症ではない若年成人飲酒者（N = 143、18-30歳）が、アルコール使用と問題を評

価する質問票に回答し、ERP を記録しながらアルコール手がかり刺激（アルコール飲料の写

真）、高刺激性自然報酬手がかり刺激（性的なものや冒険シーン）、非アルコール飲料の手がか

り刺激、中立シーン（例：家庭用品）を閲覧した。 

 

結果：アルコール手がかり刺激と自然報酬手がかり刺激に対する P3-ERP 反応性を別々に検討

したところ、アルコールの使用や問題との関連は弱かった。しかし、2種類の手がかりに対す

る P3反応の差（すなわち、報酬制御障害 P3）は、アルコール使用および問題のすべての指標

と一貫した強固な関連を示し、高リスクの飲酒者と低リスクの飲酒者を区別することができ

た。 

 

結論：本結果は、自然報酬活動に対するアルコールのインセンティブ・モチベーションの価値

の差が、物質誤用や依存のリスク上昇と関連するという考えを支持し、この報酬評価の差を示

す新しい神経生理学的指標（報酬制御障害 P3）を強調するものであった。 
 


